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一般国道１８３号 鍵掛峠道路



道路建設事業の再評価項目調書 

 

事業名 一般国道１８３号 鍵掛峠道路
かっかけとうげどうろ

 事業

区分
一般国道 事業 

主体 
国土交通省

中国地方整備局

起終点  自：広島
ひろしま

県 庄原
しょうばら

市 西 城 町
さいじょうちょう

 高尾
こ う お

 

 至：鳥取
とっとり

県 日野
ひ の

郡 日南町
にちなんちょう

 新屋
に い や

 

延長 
１２．０km 

事業概要 

 一般国道１８３号は、広島
ひろしま

県広島
ひろしま

市から鳥取
とっとり

県米子
よ な ご

市までを結ぶ延長約１４０kmの主要幹線道路である。 

 鍵掛峠道路
かっかけとうげどうろ

は、鳥取
とっとり

県と広島
ひろしま

県の県境部に位置し、広島
ひろしま

県庄原
しょうばら

市西 城 町
さいじょうちょう

高尾
こ う お

と鳥取
とっとり

県日野
ひ の

郡日南町
にちなんちょう

新屋
に い や

を結ぶ

延長１２.０㎞の地域高規格道路である。 
事業目的は、線形不良の解消、災害時の代替ルートの確保、救急医療活動の支援、安定的な物流ネットワークの構築 等で

ある。 

Ｈ１７年度事業化 － Ｈ２１年度用地着手 Ｈ２７年度工事着手 
全体事業費 約223億円 

 
事業進捗率
（H28年度末見込み）

18％供用済延長 ０．０ｋｍ

地域の防災面の課題 

・平成 17 年 1 月には、法面崩落により国道183 号で約 106 時間にわたり通行止めが発生し、大幅な迂回を強いられてい

る。 

・さらに、災害時の通行止めによる孤立や迂回について、「土砂崩れにより三坂
み さか

地区が封鎖されたこともありアクセス改

善が重要」（介護事業者）等の地域の声があり、沿線住民の不安要素となっている。 

・加えて、冬期には積雪によるスリップ事故や大型車の立ち往生が発生し、路線バス及びスクールバス運行への阻害や地
域の日常生活・交通安全に課題がある。 

 
課題を踏まえた対策・事業内容

・並行する一般国道183号は急峻な地形を通過しており、事前通行規制区間（3.2㎞）、要防災対策箇所（27箇所）、急カ
ーブ（R<150m：74箇所）、急勾配（i>5%：Ｌ=5.0㎞）の区間が連続しており、これらの課題を解消するためにはバイパ
スによる整備が必要となる。 

事業の効果等  費用 （残事業）/（事業全体）

○災害等の被害の軽減 
・災害による片側交通規制を解消する効果 
 
○災害等に対する不安感の解消 
・災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果 
・通行止め時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果 
・線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果 
 
○走行時間の短縮等 

150／193億円 
 

事 業 費：143/186億円 
維持管理費：7.0/7.0億円 

関係する地方公共団体等の意見

鳥取
とっとり

県日野
ひ の

郡と広島
ひろしま

県備
び

北
ほく

地域振興のため、本事業の整備促進について、庄 原
しょうばら

市をはじめとする沿線市町村から構成

される「地域高規格道路江府
こ うふ

三次
み よし

線建設促進期成会」より要望を受けている。 
 

鳥取
とっとり

県知事の意見：事業の「継続」という対応方針（原案）案については異存ありません。 

一般国道183号は鳥取
とっとり

県と広島
ひろしま

県をつなぐ主要幹線道路ですが、県境付近の鍵掛峠
かっかけとうげ

は急勾配かつ線形不良であるため、

冬期交通の安全確保及び地域の経済活動における物流に支障を来しています。地域産業の生産性を向上させ、冬期交通の

安全を確保し、さらに大規模地震時等の災害時におけるリダンダンシーの確保の観点からも鍵掛峠
かっかけとうげ

道路
ど うろ

の早期整備が必

要です。 

引き続き早期完成に向け一層の御尽力をお願いします。なお、事業の執行に際しては、ICTの活用など効率的な執行に

努めていただき、引き続き事業費の縮減を図られるとともに、地元や関係機関と調整を図っていただくようお願いします。

広島
ひろしま

県知事の意見：一般国道183号鍵掛峠
かっかけとうげ

道路
ど うろ

の事業再評価に係る対応方針（原案）案については妥当である。 

一般国道183号鍵掛峠
かっかけとうげ

道路
ど うろ

は、広島
ひろしま

県備北
び ほく

地域と鳥取
とっとり

県西部地域を連結する地域高規格道路「江府
こ うふ

三次
み よし

道路」の一部を

構成し、地域間交流の促進や観光産業の活性化、物流機能の向上に資する幹線道路であるとともに、線形不良区間や異常

気象時通行規制区間の解消など、防災上の観点からも特に重要な道路であると考えます。 

引き続きコストの縮減に努めながら、早期完成に向け、確実に整備を進めていただきたい。 
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 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・中国横断自動車道尾道松江線が平成27年3月に全線開通。 

・道の駅「奥大山」が平成27年4月、道の駅「にちなん日野川の郷」が平成28年4月にオープン。 

事業の進捗状況、残事業の内容等 
平成28年度末で事業全体の進捗は18％となる見込みである。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

現在は、用地買収、調査・設計及び改良工事を行っており、早期開通を目指し、事業を推進する。 
施設の構造や工法の変更等 

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。
対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由 

事業の必要性に変化はなく、防災面の効果が見込まれるため。 
事業概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１ 費用に記載している金額は、現在価値化して算出した値。 

ひろしま とっとり 
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

平
成

2
8
年

1
1
月

国
土
交
通
省

中
国
地
方
整

備
局

一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

事
業

再
評

価か
っ

か
け

と
う

げ
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

◇
道

の
駅

「
奥

大
山

」
が

平
成

2
7
年

4
月

、
道

の
駅

「
に

ち
な

ん
日

野
川

の
郷

」
が

平
成

2
8
年

4
月

に
オ

ー
プ

ン
。

１
．
再
評
価

の
視
点

①
事
業
の
必

要
性
の
視
点

1
）
事

業
を

巡
る

社
会

情
勢

等
の

変
化

2
）
事

業
の

効
果

◇
現

状
課

題
か

ら
抽

出
さ

れ
る

効
果

○
平

常
時

・
急

カ
ー

ブ
や

急
勾

配
の

回
避

に
よ

る
走

行
性

・
安

全
性

の
向

上
○

異
常

気
象

時
等

・
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消
・
安

心
し

た
日

常
生

活
の

確
保

・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

、
安

静
搬

送
に

よ
る

患
者

負
担

の
軽

減
・
冬

期
交

通
の

通
行

止
め

、
迂

回
の

解
消

◇
道

路
整

備
に

よ
り

期
待

さ
れ

る
効

果
・
産

業
の

物
流

効
率

化
の

支
援

3
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事
業
の
進

捗
見
込
み

◇
現

在
は

、
用

地
買

収
、

調
査

・
設

計
及

び
改

良
工

事
を

推
進

し
て

い
る

。

③
コ
ス
ト
縮

減
や
代
替
案
立
案
の
可
能
性

◇
今
後
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ
つ
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

【
今
後
の

対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
以

上
の

状
況

を
勘

案
す

れ
ば

、
事

業
の

必
要

性
、

重
要

性
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

今
後

と
も

事
業

継
続

が
妥

当
。

◇
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

更
な

る
コ

ス
ト

縮
減

に
努

力
し

つ
つ

、
効

率
的

で
効

果
的

に
事

業
を

継
続

す
る

。

◇
平

成
2
8
年

度
末

で
事

業
全

体
の

進
捗

は
1
8
％

と
な

る
見

込
み

で
あ

る
。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
鳥
取
県
知
事
の
意
見
：
事
業
の
「
継
続
」
と
い
う
対
応
方
針
（
原
案
）
案
に
つ
い
て
は
異
存
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
国
道

18
3号

は
鳥
取
県
と
広
島
県
を
つ
な
ぐ
主
要
幹
線
道
路
で
す
が
、
県
境
付
近
の
鍵
掛
峠
は
急
勾
配
か
つ
線
形
不
良
で
あ
る
た
め
、
冬
期
交
通
の
安
全
確
保
及
び
地
域
の
経
済
活
動
に

お
け
る
物
流
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
地
域
産
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
冬
期
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
さ
ら
に
大
規
模
地
震
時
等
の
災
害
時
に
お
け
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
の
観
点

か
ら
も
鍵
掛
峠
道
路
の
早
期
整
備
が
必
要
で
す
。

引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
一
層
の
御
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
事
業
の
執
行
に
際
し
て
は
、

IC
Tの

活
用
な
ど
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
事
業
費
の
縮
減
を

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
元
や
関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
広
島
県
知
事
の
意
見
：
一
般
国
道

18
3号

鍵
掛
峠
道
路
の
事
業
再
評
価
に
係
る
対
応
方
針
（
原
案
）
案
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。

一
般
国
道
１
８
３
号
鍵
掛
峠
道
路
は
，
広
島
県
備
北
地
域
と
鳥
取
県
西
部
地
域
を
連
結
す
る
地
域
高
規
格
道
路
「
江
府
三
次
道
路
」
の
一
部
を
構
成
し
，
地
域
間
交
流
の
促
進
や
観
光
産
業
の

活
性
化
，
物
流
機
能
の
向
上
に
資
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
，
線
形
不
良
区
間
や
異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間
の
解
消
な
ど
，
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
特
に
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

引
き
続
き
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
な
が
ら
，
早
期
完
成
に
向
け
，
確
実
に
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

◇
中

国
横

断
自

動
車

道
尾

道
松

江
線

が
平

成
2
7
年

3
月

に
全

線
開

通
。
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

・
一

般
国

道
1
8
3
号

は
、

広
島

県
広

島
市

か
ら

鳥
取

県
米

子
市

ま
で

を
結

ぶ
延

長
約

１
４

０
km

の
主

要
幹

線
道

路
で

あ
る

。

・
鍵

掛
峠

道
路

は
、

広
島

県
と

鳥
取

県
の

県
境

部
に

位
置

し
、
地

域
高

規
格

道
路

江
府

三
次

道
路

の
一

部
を

構
成

す
る

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
高

尾
と

鳥
取

県

日
野

郡
日

南
町

新
屋

を
結

ぶ
延

長
1
2
.0

km
の

道
路

で
あ

る
。

１
．

位
置

図
（
１

）
位

置
図

か
っ

か
け

と
う

げ
さ

い
じ
ょ

う
ち
ょ

う
こ
う

お

に
ち

な
ん

ち
ょ
う

に
い
や

ひ
ろ
し
ま

ひ
ろ
し

ま
と

っ
と

り
よ

な
ご

ひ
ろ
し
ま

ひ
ろ
し
ま

し
ょ
う

ば
ら

と
っ
と
り

と
っ
と
り

ひ
の

鍵
掛

峠
道

路
L
=
1
2
.0

km

か
っ

か
け
と

う
げ

鳥
取

県
側

L
=
4
.3

k
m

広
島

県
側

L
=
7
.7

k
m

日
野

郡
日

南
町

新
屋

ひ
の

に
ち
な

ん
ち
ょ

う
に

い
や

庄
原

市
西

城
町

高
尾

し
ょ

う
ば
ら

さ
い

じ
ょ
う

ち
ょ
う

こ
う

お

鍵
掛

峠
道

路
L
=
1
2
.0

km
地

域
高

規
格

道
路

江
府

三
次

道
路

L
=
約

9
0
km

か
っ
か
け

と
う
げ

こ
う

ふ
み

よ
し

Ｎ

と
っ

と
り

ひ
ろ

し
ま

鳥
取
県

日
南

町

島
根
県

奥
出

雲
町

広
島
県

庄
原

市

生
山

道
路

（
県

事
業

）

高
道

路
（
県

事
業

）
た
か

し
ょ
う
や
ま
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

計
画

概
要

起
終

点
起
点
：
広
島
県
庄
原
市
西
城
町
高
尾

終
点
：
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
新
屋

計
画

延
長

L
=
1
2
.0
㎞

道
路

規
格

第
３
種
第
３
級

設
計

速
度

6
0
km

/
h

車
線

数
２
車
線

事
業

着
手

平
成
1
7
年
度

用
地

着
手

平
成
2
1
年
度

工
事

着
手

平
成
2
7
年
度

全
体

事
業

約
2
2
3
億
円

ひ
ろ

し
ま

し
ょ

う
ば

ら
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う
こ

う
お

と
っ

と
り

ひ
の

に
ち

な
ん

ち
ょ

う
に

い
や

・
【
目

的
】
線

形
不

良
の

解
消

、
災

害
時

の
代

替
ル

ー
ト
の

確
保

、
救

急
医

療
活

動
の

支
援

、
安

定
的

な
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
構

築
等

。

標
準

断
面

図

事 業 経 緯

平
成

１
７

年
度

事
業

着
手

平
成

２
１

年
度

用
地

着
手

平
成

２
２

年
度

中
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
監

視
委

員
会

に
て

、
再

評
価

を
実

施

平
成

２
５

年
度

中
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
監

視
委

員
会

に
て

、
再

評
価

を
実

施

平
成

２
７

年
度

工
事

着
手

一
般

部
橋

梁
部

ト
ン

ネ
ル

部

２
．

事
業

概
要

(１
)事

業
目
的
と
計
画
概
要
・
経
緯

【
庄

原
市

西
城

町
か

ら
起

点
側

周
辺

を
望

む
】

国
道

1
8
3
号

国
道

3
1
4
号

J
R

芸
備

線

起
点

鳥
取
県

広
島
県

道
後

山
ス

キ
ー

場

ク
ロ

カ
ン

パ
ー

ク

至
三

次

鍵
掛

峠
道

路

し
ょ

う
ば

ら
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う

か
っ

か
け
と

う
げ

－ 6 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

三
坂
地
区

多
里
地
区

み
さ
か

た
り

・
現

在
は

、
用

地
買

収
、

調
査

・
設

計
及

び
改

良
工

事
を

推
進

し
て

い
る

。

２
．

事
業

概
要

（
２

）
事

業
の

進
捗

状
況

用
地

7
5
％

工
事

5
％

全
体

1
8
％

事
業

の
進

捗
状

況

（
平

成
2
8
年

度
末

見
込

み
）

ひ
ろ
し
ま

と
っ
と
り

写
真
①

写
真
②

写
真

①

写
真

②

Ｈ
28
年
9⽉

撮
影

Ｈ
28
年
9⽉

撮
影

⾄
庄
原
市

⾄
⽇
南
町

⾄
庄
原
市

⾄
⽇
南
町

し
ょ
う
ば
ら

に
ち
な
ん
ち
ょ
う

し
ょ

う
ば
ら

に
ち

な
ん
ち

ょ
う

ひ
ろ

し
ま

と
っ

と
り

－ 7 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

か
っ

か
け

と
う

げ

３
．

前
回

評
価

時
（
Ｈ

2
5
）
か

ら
の

変
化

（
１

）
主

な
周

辺
状

況
の

変
化

鍵
掛

峠
道

路
L
 =

 1
2
.0

km

Ｎ

道
の

駅
に

ち
な

ん
日

野
川

の
郷

Ｈ
28

.4
開

駅

中
国
横
断
自
動

車
道
尾

道
松

江
線

（
全
線
開

通
）

吉
舎

Ｉ
Ｃ
～
三

次
東
Ｉ

Ｃ
間

H
26

.3
開

通
世

羅
Ｉ
Ｃ
～

吉
舎

Ｉ
Ｃ

間
Ｈ

27
.3
開

通

道
の

駅
奥

大
山

Ｈ
27

.4
開

駅

世
羅

IC

三
次
東

IC

吉
舎

IC

三
坂

小
学

校

西
城

小
学

校

・
中

国
横

断
自

動
車

道
尾

道
松

江
線

が
平

成
2
7
年

3
月

に
全

線
開

通
。

・
道
の
駅
「
奥
大
山
」
が
平
成
2
7
年
4
月
、
道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
」
が
平
成
2
8
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
。

お
く
だ
い

せ
ん

ひ
の

が
わ

さ
と

－ 8 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

課
題

①
：
安

全
・
安

心
の

確
保

≪
整
備
効
果
≫

整
備

効
果

①
・
急

カ
ー

ブ
や

急
勾

配
の

回
避

に
よ

る
走

行
性

・
安

全
性

の
向

上

平
常
時

異
常
気
象
時
等

（
２

）
道

路
整

備
に

よ
り

期
待

さ
れ

る
効

果

（
１

）
現

状
の

課
題

４
．
事

業
の

必
要

性

課
題

②
：
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

課
題

②
-
１

災
害

へ
の

脆
弱

性
課

題
②

-
２

災
害

に
よ

る
通

行
止

め

整
備

効
果

②
・
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消
・
安

心
し

た
日

常
生

活
の

確
保

課
題

③
：
地

域
医

療
の

支
援

整
備

効
果

③
・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

、
安

静
搬

送
に

よ
る

患
者

負
担

の
軽

減

課
題

④
：
冬

期
の

安
全

・
安

心
の

確
保

整
備

効
果

④
・
冬

期
交

通
の

通
行

止
め

、
迂

回
の

解
消

①
：
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
確

保
整

備
効

果
⑤

・
産

業
の

物
流

効
率

化
の

支
援

－ 9 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

標高(m)

標
高

45
6.

7m
標

高
46

2.
3m

標
高

75
4.

8m
急

勾
配

が
連

続

：
縦

断
勾
配

i ＞
5%

区
間

：
縦

断
勾
配

i ≦
5%

区
間

現
道

（
鳥

取
県

側
）
の

最
急

勾
配

：
1
0
.4

%

急
勾

配
が

連
続

・
一

般
国

道
1
8
3
号

鍵
掛

峠
付

近
で

は
、

急
カ

ー
ブ

・
急

勾
配

等
の

課
題

が
あ

る
区

間
が

存
在

。
（
急

カ
ー

ブ
（
R
<
1
5
0
m

）
は

7
4
箇

所
、
急

勾
配

(
i>

5
%
：
延

長
Ｌ

＝
５

km
）

は
現

道
の

約
3
割

を
占

め
る

状
況

）
・
急

カ
ー

ブ
等

で
の

死
傷

事
故

や
物

損
事

故
が

年
平

均
1
7
.5

件
/
年

発
生

し
て

い
る

。

写
真

②

急
カ

ー
ブ

（
曲

線
半

径
R

<
1
5
0
m

）

急
勾

配
（
縦

断
勾

配
i>

5
%
）

国
道

18
3号

現
道
部

7
4
箇

所
5
.0

km

※
設

計
速

度
60

km
/h

【
国

道
1
8
3
号

に
お

け
る

道
路

構
造

の
状

況
】

（
１

）
現

状
の

課
題

平
常

時

か
っ
か
け

と
う
げ

資
料

／
広

島
県

調
べ

・
鳥

取
県
調
べ

現
道

（
広

島
県

側
）
の

最
急

勾
配

：
1
2
.5

%

平
面

線
形

不
良

区
間

（
平

面
曲

線
半

径
<
1
5
0
m

）

写
真
②

対
向

車
線

に
は

み
出

し
て

走
行

す
る

大
型

車

急
カ

ー
ブ

が
連

続

現
道

（
広

島
県

側
）
の

最
小

曲
線

半
径

：
Ｒ

=
1
0
ｍ

現
道

（
鳥

取
県

側
）
の

最
小

曲
線

半
径

：
Ｒ

=
2
9
ｍ

写
真
③

急
カ

ー
ブ

で
の

横
転

事
故

（
雨

天
時

）

写
真
①

速
度

を
落

と
し

て
離

合
す

る
大

型
車

凡
例

鍵
掛

峠
道

路

一
般

国
道

主
要

地
方

道

一
般

県
道

死
傷

事
故

発
生

箇
所

曲
線

半
径

R
＜

1
5
0
m

箇
所

縦
断

勾
配

i＞
5
%
区

間

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か

け
と

う
げ

急
カ

ー
ブ

が
連

続

写
真

③
写

真
①

４
．
事

業
の

必
要

性

①
安

全
・
安

心
の

確
保

（
急

カ
ー

ブ
や

急
勾

配
の

回
避

に
よ

る
走

行
性

・
安

全
性

の
向

上
）

急
勾

配
区

間
（
縦

断
勾

配
i>

5
%
）

－ 10 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

平
成
1
7
年
１
月
法
面
崩
壊

（
国
道
1
8
3
号
庄
原
市
西
城
町
）

【
全
面
通
行
止
め
1
0
6
時
間
，
片
側
交
互
通
行
3
5
0
日
】

鍵
掛

峠
道

路
L
=
1
2
.0

km
（
広

島
県

側
）

L
=
7
.7

km
（
鳥

取
県

側
）

L
=
4
.3

km

日 野 郡 日 南 町 新 屋

庄 原 市 西 城 町 高 尾

か
っ

か
け

と
う

げ

し ょ う ば ら さ い じ ょ う ち ょ う こ う お

ひ の に ち な ん ち ょ う に い や

事
前

通
行

規
制

区
間

L
=
3
.2

km

時
間

雨
量

4
0
m

m
以

上
連

続
雨

量
2
0
0
m

m
以

上

・
鍵

掛
峠

道
路

の
現

道
部

は
、

急
峻

な
中

国
山

地
の

渓
谷

に
沿

っ
て

お
り

、
法

面
崩

壊
、

土
砂

崩
れ

な
ど

の
災

害
が

多
発

し
て

い
る

。
・
鍵

掛
峠

道
路

に
並

行
す

る
一

般
国

道
1
8
3
号

に
お

け
る

通
行

規
制

は
過

去
1
0
年

で
５

回
（
う

ち
１

回
は

通
行

止
め

）
、

2
,7

6
7
時

間
発

生
し

て
い

る
。

【
鍵

掛
峠

道
路

現
道

区
間

の
災

害
等

に
よ

る
通

行
規

制
状

況
】

現
道

に
お

け
る

事
前

通
行

規
制

区
間

と
通

行
規

制
状

況

か
っ

か
け

と
う

げ

か
っ

か
け

と
う

げ

【
過

去
1
5
年

間
（
Ｈ

1
3
～

Ｈ
2
7
）
の

通
行

止
め

発
生

状
況

】

資
料

／
広
島

県
資
料

か
っ

か
け

と
う

げ

ひ
ろ

し
ま

と
っ

と
り

し
ょ

う
ば

ら
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う

凡
例

一
般

国
道

主
要

地
方

道

一
般

県
道

要
防

災
対

策
箇

所
(2

7
箇

所
)

通
行

規
制

箇
所

写
真

②

写
真

④
写
真
②
（
No
.２
）

写
真
④
（
No
.4
）

写
真

③

写
真
③
（
No
.３
）

（
１

）
現

状
の

課
題

異
常

気
象

時
等

４
．
事

業
の

必
要

性

②
-
１

災
害

へ
の

脆
弱

性
（
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消
）

写
真
①
（
No
.1
）

写
真

①

1 2
3

5
6

4

【
過

去
1
0
年

間
（
Ｈ

1
8
～

Ｈ
2
7
）
の

片
側

交
互

通
行

の
発

生
状

況
】

資
料

／
広
島

県
資
料
・

鳥
取

県
資

料

N
o

発
生

年
度

規
制

区
分

規
制

時
間

規
制

理
由

通
行

止
め

10
6時

間
(5

日
)

（
片

側
交

互
）

（
8,

40
0時

間
(3

50
日

)）

2
H

2
0

通
行

止
め

1.
3時

間
事

故

1
H

1
6

法
面

崩
落

N
o

発
生

年
度

規
制

区
分

規
制

時
間

規
制

理
由

3
H

1
8

片
側

交
互

54
3時

間
(2

3日
)

土
砂

崩
れ

4
H

2
3

片
側

交
互

2,
20

7時
間

(9
2日

)
路

肩
崩

落

5
H

2
4

片
側

交
互

7時
間

土
砂

崩
れ

6
H

2
6

片
側

交
互

8.
5時

間
土

砂
崩

れ

※
上

表
の

”Ｎ
o”

 は
左

図
に

お
け

る
通
行

規
制
箇

所
と
写

真
の
番

号
に
対

応 Ｈ
20
年
5⽉

撮
影

Ｈ
23
年
10
⽉
撮
影

Ｈ
18
年
7⽉

撮
影

－ 11 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

国
道

4
3
2
号

・
国

道
1
8
0
号

等
利

用
約

1
0
9
km

国
道

1
8
3
号

等
利

用
約

8
4
km

鳥
取

西
部

日
野

地
区

【
災

害
発

生
時

の
迂

回
時

間
】

【
整

備
前

】
通

常
時

国
道

1
8
3
号

等
利

用

９
７

分
(
8
4
km

)

【
整

備
前

】
災

害
発

生
時

国
道

4
3
2
号

・
国

道
1
8
0
号

等
利

用

１
１

９
分

(
1
0
4
km

)

※
H

2
2
道

路
交
通

セ
ン
サ

ス
の
混

雑
時
旅

行
速
度

を
も
と

に
計
算

※
整

備
後

所
要

時
間

は
鍵

掛
峠

道
路

V
=
6
0
km

/
h
と

し
て

算
出

※
日

野
地

区
は

江
府
町

役
場
を

重
心
と

し
た
。

鍵
掛

峠
道

路
Ｌ

=
1
2
.0

㎞

要
防

災
対

策
箇

所
2
7
箇

所
事

前
通

行
規

制
区

間
L
=
3
.2

km

庄 原 市 役 所

凡
例

通
常

時

災
害

発
生

時

整
備

後

平
成

1
7
年

1
月

の
法

面
崩

壊
に

よ
る

通
行

止
め

箇
所

か
っ
か
け
と
う
げ

し
ょ

う
ば
ら

と
っ
と
り

ひ
の

【
整

備
後

】
通

常
時

お
よ

び
災

害
時

鍵
掛

峠
道

路
等

利
用

９
５

分
(
8
4
km

)
２

４
分

短
縮

鳥 取 西 部 日 野 地 区

庄
原

市
役

所

・
鍵

掛
峠

道
路

の
並

行
区

間
に

あ
た

る
一

般
国

道
1
8
3
号

は
通

行
規

制
の

実
績

が
あ

り
、
一

旦
通

行
止

め
と

な
る

と
迂

回
に

通
常

の
1
.2

～
1
.4

倍
の

所
要

時
間

が
必

要
と

な
り

、
物

流
や

地
域

の
生

活
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

と
な

る
。

か
っ

か
け

と
う

げ

（
１

）
現

状
の

課
題

異
常

気
象

時
等

４
．
事

業
の

必
要

性

②
-
２

災
害

に
よ

る
通

行
止

め
（
安

心
し

た
日

常
生

活
の

確
保

）

－ 12 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

・
庄

原
市

西
城

町
三

坂
地

区
内

に
は

消
防

署
が

な
い

た
め

、
救

急
車

両
は

西
城

町
中

心
部

か
ら

の
出

動
と

な
り

、
搬

送
に

時
間

を
要

し
て

い
る

。
・
西

城
町

三
坂

地
区

か
ら

は
、
年

間
1
.3

3
名

の
重

症
患

者
を

搬
送

し
て

お
り

、
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
り

、
冬

期
の

救
命

率
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

の
重

症
患

者
等

の
救

急
搬

送
状

況

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

鍵 掛 峠 道 路

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

か
ら

三
坂

地
区

へ
の

救
急

出
動

実
績

（
H
2
5
～

H
2
7
年

度
平

均
）

全
搬

送
件

数
: 
1
5
.0

名
/
年

重
症

患
者

: 
1
.3

3
名

/
年

※
西

城
出

張
所

調
べ

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

管
内

鍵
掛

峠
道

路
整

備
に

よ
り

ア
ク

セ
ス

改
善

が
図

ら
れ

る
地

区

凡
例

西
城

町
三

坂
地

区

み
さ

か

西
城

市
民

病
院

（
第

二
次

救
急

医
療

機
関

）

し
ょ

う
ば

ら
さ

い
じ

ょ
う
ち

ょ
う
み

さ
か

さ
い

じ
ょ

う
ち

ょ
う

み
さ

か

さ
い

じ
ょ

う
ち

ょ
う

か
っ

か
け

と
う

げ

凡
例 整

備
前

整
備

後

か っ か け と う げ

さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う
み
さ
か

さ
い

じ
ょ
う

し
ょ
う
ば
ら

さ
い
じ
ょ
う

し
ょ
う
ば
ら

さ
い
じ
ょ
う

さ
い
じ
ょ

う
し

ょ
う

ば
ら

至
庄

原
赤

十
字

病
院

、
市

立
三

次
中

央
病

院

※
現

況
所

要
時

間
は

規
制

速
度

（
V

=
5
0
km

/
h
）

将
来

所
要

時
間

は
鍵

掛
峠

道
路

V
=
6
0
km

/
h
と

し
て

算
出

整
備

前
（
冬

期
）
は

搬
送

実
績

（
出

典
：
道

路
の

中
期

計
画

_Ｈ
2
1
.8

）

【
消

防
署

か
ら

現
場

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
時

間
短

縮
】

庄 原 消 防 署 西 城 出 張 所

西 城 町 三 坂 地 区

整
備

前
（
通

常
時

）
国

道
1
8
3
号

利
用

鍵
掛

峠
道

路
整

備
後

１
８

分

１
３

分
短

縮
１

７
分

し ょ う ば ら さ い じ ょ う

さ い じ ょ う ち ょ う み さ か

整
備

前
（
冬

期
）

国
道

1
8
3
号

利
用

３
０

分

西 城 市 民 病 院

整
備

前
（
通

常
時

）
国

道
1
8
3
号

利
用

鍵
掛

峠
道

路
整

備
後

２
１

分

１
３

分
短

縮
２

０
分

さ い じ ょ う
整

備
前

（
冬

期
）

国
道

1
8
3
号

利
用

３
３

分

（
１

）
現

状
の

課
題

異
常

気
象

時
等

４
．
事

業
の

必
要

性

③
地

域
医

療
の

支
援

（
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

、
安

静
搬

送
に

よ
る

患
者

負
担

の
軽

減
）

往
復

で
約

2
6
分

の
短

縮
効

果
が

見
込

ま
れ

る

▼
カ

ー
ラ

ー
の

救
命

曲
線

【
整

備
後

】
約

2
7
分

死
亡

率
4
1
.5

%

注
）
上

記
所

要
時

間
に

は
救

急
車

が
出

動
に

か
か

る
時

間
（
約

1
0
分

）
を

含
み

、
現

地
（
西

城
町

三
坂

地
区

）
到

着
ま

で
の

所
要

時
間

と
し

て
い

る
。

資
料

／
カ

ー
ラ

ー
「
緊

急
事

態
に

お
け

る
経

過
時

間
と

死
亡

率
の

関
係

」
（
1
9
8
1
）

【
整

備
前

(
冬

期
)
】

約
4
0
分

死
亡

率
7
7
.5

%

【
整

備
前

(
通

常
時

)
】

約
2
8
分

死
亡

率
4
4
.6

%
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

3
2
 

1
2
2
 

1
1
4
 

7
8
 

1
3
9
 

9
6
 

6
0
 

9
8
 

1
1
0
 

9
7
 

1
3
 

7
3
 

4
6
 

4
6
 

9
4
 

8
4
 

5
2
 

8
8
 

9
3
 

3
7
 

02
5

5
0

7
5

1
0
0

1
2
5

1
5
0

02
5

5
0

7
5

1
0
0

1
2
5

1
5
0

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

積雪深20cm以上の日数

最大積雪深(cm)

【
最

大
積

雪
深

及
び

積
雪

深
2
0
c
m

以
上

の
日

数
】

最
大

積
雪

深
(c
m
)

20
cm

以
上

日
数

西
城
中
学
校

西
城
小
学
校

三
坂

地
区

へ
の

唯
一

の
生

活
交

通
バ

ス
路

線

道
後

山
線

三
坂

地
区

鍵 掛 峠 道 路

み
さ

か

積
雪

深
2
0
c
m

以
上

平
均

日
数

6
3
日

西
城

病
院路

線
バ

ス
：
3
往

復
/
日

ス
ク

ー
ル

バ
ス

：
1
往

復
/
日

（
三

坂
地

区
⇔

西
城

小
中

学
校

）

か っ か け と う げ

み
さ

か

さ
い
じ
ょ
う

さ
い
じ
ょ
う

さ
い
じ
ょ
う

み
さ
か

さ
い
じ
ょ
う

▲
大

型
車

と
の

離
合

▲
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

を
走

行
す

る
バ

ス

小
鳥
原

観
測
所

至
鳥
取

県

資
料

／
H

1
8
～

H
2
2
：
小

鳥
原

観
測

所
デ

ー
タ

（
広

島
県

）
資

料
／

H
2
3
～

H
2
6
：
鍵

掛
峠

観
測

所
デ

ー
タ

（
鳥

取
県

）
資

料
／

H
2
7
～

H
2
7
：
新

屋
観

測
所

デ
ー

タ
（
鳥

取
県

）

▲
西

城
地

域
廃

止
代

替
等

バ
ス

道
後

山
線

路
線

図

三
坂

地
区

の
小

中
学

生

１
４

名
が

西
城

町
中

心
部

の
学

校
に

通
学

み
さ

か

資
料

／
庄

原
市
（

H
27

.4
～

）

鍵
掛

峠
の

積
雪

状
況

凡
例

路
線

バ
ス

（
道

後
山

線
）

ス
ク

ー
ル

バ
ス

迂
回

路

凡
例

鍵
掛

峠
道
路

一
般

国
道

主
要

地
方
道

一
般

県
道

か
っ
か
け
と
う
げ

さ
い

じ
ょ

う
ち

ょ
う

さ
い
じ
ょ
う

鳥
取
県

広
島
県

鍵
掛

峠
観

測
所

新
屋

観
測

所
に

い
や

か
っ

か
け

と
う

げ

小
鳥

原
観

測
所

ひ
と

と
ば

ら

観
測

所
位

置
図

（
１

）
現

状
の

課
題

異
常

気
象

時
等

４
．
事

業
の

必
要

性

・
地

域
住

民
の

生
活

の
足

で
あ

る
路

線
バ

ス
及

び
ス

ク
ー

ル
バ

ス
は

、
一

般
国

道
1
8
3
号

周
辺

を
運

行
し

て
お

り
、

冬
期

の
交

通
の

安
全

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

④
冬

期
の

安
全

・
安

心
の

確
保

（
冬

期
交

通
の

通
行

止
め

、
迂

回
の

解
消

）
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

・
鳥

取
県

（
日

南
町

）
で

生
産

・
加

工
さ

れ
た

特
産

物
（
木

材
）
が

、
県

境
を

越
え

て
運

送
さ

れ
て

い
る

。
・
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
り

、
安

定
的

な
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
構

築
さ

れ
る

こ
と

で
、
産

業
及

び
物

流
の

活
性

化
が

期
待

さ
れ

る
。

国
道

1
8
3
号

を
利

用
し

た
物

流
活

動
の

例

か
っ

か
け

と
う

げ

国
道

18
3号

を
利
用
す
る
物
流

と
っ

と
り

に
ち

な
ん
ち

ょ
う

鍵
掛

峠
道

路
L
=
1
2
.0

km
地

域
高

規
格

道
路

江
府

三
次

道
路

L
=
約

9
0
km

か
っ

か
け
と
う
げ

こ
う
ふ
み
よ
し

Ｎ

生
山

道
路

た
か

し
ょ
う
や
ま

境
港

方
面

境
港

方
面

さ
か

い
み

な
と

広
島

方
面

広
島

方
面

ひ
ろ
し
ま

中
四

国
地

方

2
9
%

関
東

方
面

4
2
%

中
部

方
面

9
%関

西
方

面

2
0
%

総
出

荷
量

1
4
,4

0
0
m

3

※
上

記
デ

ー
タ

は
日

南
町

の
主

要
企

業
に

よ
る

も
の

※
L
V

L
：
切

削
機

械
で

切
削

さ
れ

た
単

板
の

繊
維

方
向

を
、

す
べ

て
平

行
に

し
て

積
層

・
接

着
し

て
造

ら
れ

る
木

材
加

工
品

L
V
L
製

品
（
単

板
積

層
材

）
の

出
荷

先

ほ
ぼ

全
量

が
国

道
1
8
3
号

（
鍵

掛
峠

）
を

通
っ

て
、

庄
原

IC
経

由
で

出
荷か

っ
か

け
と

う
げ

（
２

）
道

路
整

備
に

よ
り

期
待

さ
れ

る
効

果

４
．
事

業
の

必
要

性

①
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
確

保
（
産

業
の

物
流

効
率

化
の

支
援

）

日
南

町
に

ち
な

ん
ち

ょ
う

庄
原

市

（
西

城
町

）
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う

し
ょ

う
ば

ら

庄
原
Ｉ
Ｃ

－ 15 －



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

５
．

整
備

効
果

・
移

動
時

間
の

短
縮

・
移

動
時

間
の

短
縮

等
に

伴
う

経
費

の
減

少

・
道

路
機

能
の

向
上

に
よ

る
交

通
事

故
の

減
少

・
人

、
車

両
、

貨
物

の
移

動
に

お
け

る
短

縮
時

間

・
総

走
行

距
離

の
短

縮

・
道

路
種

別
毎

の
利

用
交

通
量

の
変

化

・
走

行
時

間
短

縮
便

益
1
3
（
1
3
）億

円
費

用
便

益
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

拠

・
走

行
経

費
減

少
便

益
3
.0

（
3
.0

）
億

円
費

用
便

益
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

拠

・
交

通
事

故
減

少
便

益
1
.5

（
1
.5

）
億

円
費

用
便

益
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

拠

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

定
量

化
を

試
み

た
効

果
貨

幣
換

算
を

試
み

た
効

果

・
災

害
等

に
よ

る
被

害
・
損

失
の

軽
減

・
災

害
に

よ
る

片
側

交
通

規
制

の
解

消
1
2
日

/
年

→
 解

消
・
災

害
に

よ
る

片
側

交
通

規
制

を
解

消
す

る
効

果
0
.0

4
億

円
※

便
益

額
（
試

算
値

）
＝

（
片

側
交

互
通

行
規

制
時

の
走

行
時

間
短

縮
便

益
－

通
常

時
の

走
行

時
間

短
縮

便
益

）
×

年
間

片
側

交
互

通
行

規
制

日
数

×
評

価
期

間
（
開

通
後

5
0
年

間
）

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

・
事

前
通

行
規

制
区

間
の

解
消

1
箇

所
→

 解
消

・
災

害
に

よ
る

孤
立

住
民

の
解

消

多
里

地
区

2
9
6
世

帯
（
62

4
人

）
→

 解
消

三
坂

地
区

0
5
5
世

帯
（
1
4
4
人

）
→

解
消

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

効
果

8
2
億

円
※

C
V

M
（
仮

想
市

場
法

）
に

よ
り

算
出

・
通

行
止

め
時

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
が

享
受

で
き

な
く
な

る
不

安
解

消
効

果
8
1
億

円
※

C
V

M
（
仮

想
市

場
法

）
に

よ
り

算
出

・
道

路
構

造
不

良
箇

所
の

解
消

に
よ

る
走

行
不

安
の

解
消

・
急

カ
ー

ブ
（
Ｒ

＜
１

５
０

ｍ
）

7
4
箇

所
→

 解
消

・
急

勾
配

（
Ｉ＞

５
％

）
5
.0

km
→

 0
.8

km
（
登

坂
車

線
設

置
）

・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減
効

果
1
0
9
億

円
※

C
V

M
（
仮

想
市

場
法

）
に

よ
り

算
出

項
目

全
体

事
業

費
残

事
業

費

総
費
用

事
業

費
１

８
６

億
円

１
４

３
億

円

維
持

管
理

費
７

.０
億

円
７

.０
億

円

計
１

９
３

億
円

１
５

０
億

円

（
）
書

き
は

、
残

事
業

の
便

益
額

※
試

算
値

（
開

通
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

値
）

◆
効

果
の

と
り

ま
と

め
（
現

在
価

値
）

③
走

行
時

間
の

短
縮

等

①
災

害
等

に
よ

る
被

害
の

軽
減

②
災

害
等

に
対

す
る

不
安

感
の

解
消

◆
見

直
し

後
の

総
費

用
（
現

在
価

値
）

注
)表

示
桁

数
の

関
係

で
合

計
が

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

６
．

事
業

効
果

（
C
V
M

に
よ

る
便

益
計

測
）

◆
C
V
M

（
仮

想
市

場
法

）
に

よ
る

便
益

計
測

仮
想

的
市

場
評

価
法

（
C
V
M

）
適

用
の

指
針

（
平

成
2
1
年

7
月

）
に

よ
り

負
担

金
の

支
払

意
思

額
（
W

T
P
）
を

計
測

⇒
便

益
＝

支
払

意
思

額
（
W

T
P
）
×

集
計

世
帯

数
×

評
価

期
間

（
開

通
後

５
０

年
間

）
・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト
の

確
保

に
よ

る
不

安
解

消
効

果
・
通

行
止

め
時

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
が

享
受

で
き

な
く

な
る

不
安

解
消

効
果

・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減
効

果

（
１

）
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

○
事
業
の
効
果
が
及
ぶ
範
囲
と
し
て
、
将
来
利
用
交
通
量
の
O
D
内
訳
よ
り
調
査
範
囲
（広

域
交
通
除
く
）を

設
定
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（W

E
B
）調

査
と
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
併
用
実
施
。

【
紙

ア
ン
ケ
ー
ト
配

布
エ
リ
ア
（
旧

市
区
町

村
名
で
記

載
）
】

庄
原

市
、
西

城
町
、
東

城
町

、
口
和

町
、
高

野
町
、
比

和
町

、
総
領

町
、
日

南
町
、
日

野
町

、
江
府

町
、
西

伯
町
、
会

見
町

、
溝

口
町

、
岸

本
町

【
Ｗ

Ｅ
Ｂ
配

信
エ
リ
ア
（
旧

市
区

町
村

名
で
記

載
）
】

三
次

市
、
甲

奴
町

、
君

田
村

、
布

野
村
、
作
木

村
、
吉

舎
町
、
三
良

坂
町
、
三
和

町
、
八

千
代

町
、
吉

田
町
、
向
原

町
、
甲

田
町

、
高

宮
町
、
美

土
里

町
、
豊

平
町
、
千

代
田

町
、
大

朝
町
、
芸

北
町

、
広
島

市
、
湯

来
町
、
府

中
町

、
三
原

市
、
大

和
町
、
本

郷
町

、
久
井

町
、
東

広
島

市
、
黒
瀬

町
、
福

富
町
、
豊

栄
町

、
河

内
町

、
安

芸
津

町
、
廿
日

市
市
、
大
野

町
、
佐

伯
町

、
吉

和
村
、
宮

島
町

、
大

竹
市
、
呉
市

、
音

戸
町
、
倉

橋
町

、
下

蒲
刈
町

、
蒲

刈
町
、
安
浦

町
、
川

尻
町
、
豊
浜

町
、
豊

町
、

竹
原

市
、
坂

町
、
熊

野
町
、
海
田

町
、
大

山
町

、
名

和
町
、
中

山
町

、
日

吉
津
村

、
米

子
市
、
淀
江

町
、
境

港
市
、
東
伯

町
、
赤

碕
町

、
北

条
町
、
大

栄
町

、
倉

吉
市
、
関
金

町
○

配
布

（
配

信
）
・
回
収

状
況

紙
ア
ン
ケ
ー
ト
配

布
数

：
２
，
１
５
０
世

帯
・
・
・
有

効
回

答
数

：
４
４
４
件

（
回
収

率
：
２
０
．
７
％

）
W
E
B
配

信
数

：
１
２
，
５
１
９
件

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
有

効
回
答

数
：６

９
１
件

（
（
参

考
）
回

収
率

：
５
．
５
％

）
合

計
：
１
,１
３
５
件

（
２

）
便

益
算

定
範

囲
の

設
定

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
事
業
箇
所
に
並
行
す
る
現
道
の
利
用
実
態
を
踏
ま
え
、
月
１
回
程
度
利
用
す
る
範
囲
を
設
定
。

【
便

益
算

定
範

囲
（
旧
市

区
町
村

名
で
記

載
）
】

庄
原

市
、
西

城
町

、
東

城
町

、
口

和
町
、
高
野

町
、
比

和
町

、
総
領

町
、
日

南
町

、
日

野
町
、
江
府

町
、
西

伯
町
、
会
見

町
、
溝

口
町

、
岸

本
町
、
大

山
町

、
名

和
町
、
中
山

町
、
日

吉
津

村
、
米

子
市

、
淀

江
町
、
境
港

市
、
東

伯
町

、
赤

碕
町
、
北

条
町

、
大

栄
町
、
倉
吉

市
、
関

金
町

、
三
次

市
、
甲

奴
町

、
君

田
村
、
布
野

村
、
作

木
村
、
吉
舎

町
、
三

良
坂

町
、
三

和
町

、
八

千
代

町
、
吉

田
町
、
向
原

町
、
甲

田
町

、
高

宮
町
、
美

土
里

町
、
豊

平
町

、
千

代
田
町

、
大

朝
町
、
芸

北
町

、
広

島
市
安

佐
北
区

、
三

原
市
、
大
和

町
、
本

郷
町
、
久
井

町
、
東

広
島

市
、
黒

瀬
町

、
福

富
町

、
豊

栄
町
、
河
内

町
、
安

芸
津

町
、
竹

原
市

（
３

）
支

払
意
思

額
の

推
計

○
ア
ン
ケ
ー
ト
の
有

効
回

答
を
も
と
に
、
支

払
意

思
額

（
W
T
P
）
を
推

計
。

有
効

回
答

数
８
４
７
件

（
７
４
．
６
％

）
（
ア
ン
ケ
ー
ト
配

布
エ
リ
ア
回

答
数

：
１
,１
３
５
件

）

（
４

）
年

便
益

の
算

定
○

ア
ン
ケ
ー
ト
の
有
効
回
答
の
平
均
支
払

意
思
額
を
基
に
、
年
便
益
額
を
算
定

（
５

）
総

便
益

の
算

定
○

評
価

期
間

を
開

通
後

５
０
年

間
と
し
、

現
在
価
値
を
算
定
。

▼
効
果
項
目
別
W
T
P
、
便
益
算
定
結
果
【
鍵
掛
峠
道
路
】

効
果

項
目

支
払

意
思

額
(W

T
P

)
（
円

/
月

/
世

帯
）

便
益

算
定

世
帯

数
（
H

2
7
）

単
年

便
益

（
億

円
/
年

）
総

便
益

（
億

円
）

災
害

時
の

迂
回

ル
ー

ト
の

確
保

に
よ

る
不

安
解

消
効

果
1
2
8

3
6
8
,3

7
7

6
8
2

通
行

止
め

時
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
享

受
で

き
な

く
な

る
不

安
解

消
効

果
1
2
5

6
8
1

線
形

不
良

箇
所

の
走

行
に

伴
う

精
神

的
疲

労
の

軽
減

効
果

1
6
9

7
1
0
9

合
計

4
2
3

1
9

2
7
2

注
）
表

示
桁

数
の

関
係

で
合

計
が

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
世

帯
数

の
資

料
／

H
2
7
国

勢
調

査
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
か

っ
か
け

と
う
げ

＜
参

考
資

料
＞

◆
前

回
評

価
時

と
の

比
較

前
回

評
価

(
H
2
5
年

度
)

今
回

評
価

(
H
2
8
年

度
)

備
考

（
前

回
評

価
時

か
ら

の
主

な
変

更
点

）

事
業

諸
元

L
=
１

２
.０

km
L
=
１

２
.０

km
－

計
画

交
通

量
1
,0

0
0
～

1
,4

0
0
台

/
日

1
,0

0
0
～

1
,4

0
0
台

/
日

－

総
事

業
費

約
２

２
３

億
円

約
２

２
３

億
円

－

総
費

用
（
C
）

１
９

０
億

円
１

９
３

億
円

・
基

準
年

の
変

更
（
H
2
5
基

準
か

ら
H
2
8
基

準
）

・
事

業
期

間
（
事

業
最

終
年

度
）
の

変
更

（
H
3
2
か

ら
H
3
6
）

３
便

益
計

（
B
）

1
8
億

円
1
7
億

円
・
基

準
年

の
変

更
（
H
2
5
基

準
か

ら
H
2
8
基

準
）

・
事

業
期

間
（
事

業
最

終
年

度
）
の

変
更

（
H
3
2
か

ら
H
3
6
）

C
V
M

に
よ

る
便

益
計

（
B
）

６
３

６
億

円
２

７
２

億
円

・
支

払
意

思
額

の
低

減
・
便

益
集

計
エ

リ
ア

の
縮

小
・
基

準
年

の
変

更
（
H
2
5
基

準
か

ら
H
2
8
基

準
）

・
事

業
期

間
（
事

業
最

終
年

度
）
の

変
更

（
H
3
2
か

ら
H
3
6
）
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一般国道１８３号 鍵掛峠道路

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道１８３号 鍵掛峠道路 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１０月３１日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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一般国道１８３号 鍵掛峠道路

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

広島西部山系直轄砂防事業 継続

一般国道１８３号 鍵掛峠道路 継続

一般国道１８５号 安芸津バイパス 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１０月３１日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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